
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桑は人名や地名でも多く使われ、また唱歌や、万葉集にも詠まれ 

ているほど、人々の生活の中に溶け込んできた植物です。 

桑は養蚕業と関わりが深いだけでなく、食用としても親しまれており、  

 

 

 

奈良県葛城市では古くから食用の桑の栽培が行われてきました。 

 

葛城市に隣接する大和高田市にある学校法人奈良学園 奈良文化高校でも、食育の一環としてキャ

ンパス内に桑園を開墾し、高校生が、幼稚園児（奈良文化幼稚園）、地域の役場や農業関係者の

方々、さらに地元の製パン業者さんや、レストランのシェフといったみなさんと協同し、伝統文化の継承と商

品開発を行っており、そうした活動を「桑姫プロジェクト」と名付けました。 

 

奈良文化高等学校に「食文化コース」が開設されたの

は 2014 年度。ＩＨクッキングヒーターを備えたキッチンス

タジオ（試食室を併設）を中心に、「食」に関する教育、

イベントが多岐にわたって校内外で行われています。2016

年度からは丸田シェフを特別講師としてお迎えし、洋食を

中心に製菓の技術、さらには食に関する文化知識や作法

まで教えていただいています。 

そしてこのたび、マルベリーをふんだんに取り入れたチーズ 

ケーキが誕生しました。コンフィチュールとシロップには、食文

化コースの生徒と丸田シェフが一緒に収穫した桑の実を使

っています。ただ、桑の実 10kg から採れるコンフィチュール

はわずか 700g と少量のため、学校で収穫された桑の実

だけでは十分な量を確保できません。少しでもたくさんの方

に召し上がっていただきたいと思い、葛城市の農家さんにご

協力いただき、分けてもらったマルベリーも混ぜて、美味し

いケーキに仕上げています。 

 

 

 

 

 

 
食文化 

授業動画 

 

桑は人名や地名でも多く使われ、また唱歌や万葉集にも詠まれて 

いるほど、人々の生活の中に溶け込んできた植物です。桑と言えば、 

養蚕との関連が良く知られていますが、食用としても親しまれており、 

奈良県葛城市では古くから食用の桑の栽培が行われてきました。 


